
 Climate Change Adaptation

Next
Action?

Cente
r for C

limate Ch
ange A

dapta
tion 

5th An
nivers

ary In
ternat

ional S
ymposium

気候変
動適応

センタ
ー設立

５周年
記念国

際シン
ポジウ

ム

Next
 Actions?

  for Climate Change Adaptation

地域の気
候変動

適応は

どこま
で進ん

だのか
？

日時：令和 5年 12 月14日(木)  

会場：ステーション・コンファレンス東京
13:00-16:30

共催：環境省、国立研究開発法人国立環境研究所

国立環境研究所気候変動適応センターの設立 5周年を記念して、

国際シンポジウムを開催します。気候変動適応法の施行から

5年の節目にあたり、国内外における適応策の進展を共有し、

特に「地域」にスポットを当て、「地域の気候変動適応は

どこまで進んだのか？次に実践すべきアクションは？」を

テーマにこれからの適応のあり方について考えます。

参加費無料

          ３００名
（先着順）

開催概要
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参加申込については、A-PLATの特設ページをご覧ください。

特設ページ URL 
https://adaptation-platform.nies.go.jp/archive/conference/2023/ 

1214/index.html

オンライン定員
1,000名

同時通訳は
会場のみ!

特設サイトへ

https://adaptation-platform.nies.go.jp/archive/conference/2023/1214/index.html


参加を希望される方は、特設サイトからお申し込みください。
（定員 ��� 名、先着順。参加申し込み期限は ���� 年 �� 月 �� 日（月）�� 時です。）
（特設サイト）https://adaptation-platform.nies.go.jp/archive/conference/����/����/index.html

会場参加申し込み方法
特設サイトへ

Center for Climate Change Adaptation 5th Anniversary International Symposium

気候変動適応センター設立５周年記念国際シンポジウム

地域の気候変動適応はどこまで進んだのか？
次に実践すべきアクションは？

プログラム
発表及び討論時、開催会場では日・英同時通訳が入ります。オンラインでは通訳は行われません。
※プログラムは、���� 年 �� 月 �１日（火）時点のもので、今後変更する可能性があります。最新情報は特設サイト

（https://adaptation-platform.nies.go.jp/archive/conference/����/����/index.html）にて随時公開します。

日時：令和 5年 12 月14日(木)  

会場：ステーション・コンファレンス東京
13:00-16:30

 時間 プログラム 登壇者（敬称略）

13:00-13:05  開会挨拶 環境省

13:05-13:25 気候変動適応法に基づく政府の取組 環境省地球環境局総務課気候変動適応室

中島 尚子

13:25-13:40 地域気候変動適応センターの活動推進のための取組 国立研究開発法人国立環境研究所

気候変動適応センター センター長

肱岡 靖明

13:40-14:05 Advancing adaptation through policy, planning and

cooperations: Sharing some thoughts through examples

（政策、計画、協働を通じた適応の進展：事例を通じた

   考えの共有）

オックスフォード大学　兼

欧州地中海気候変動センター

シニアリサーチャー

ロジャー・ストリート

14:05-14:30 Developing a web-based climate adaptation knowledge

platform as an integrative part of an evolving national

knowledge infrastructure in the Netherlands

（進化する国家知識基盤に統合されるウェブベースの

   適応情報プラットフォームの開発）

オランダNPO気候変動サービス(CAS)

戦略アドバイザー

キム・ヴァン・ニューアール

14:30-14:45 信州気候変動適応センターにおける活動事例～市町村支援と

学生との協働による気候変動影響調査～

長野県環境保全研究所
（信州気候変動適応センター）

主任研究員  浜田 崇

14:45-15:00 三重県気候変動適応センターの活動事例～情報収集と発信、

研究機関との連携～

15:00-15:15  休憩

15:15-16:25 パネルディスカッション

●中長期的な地域の適応のあり方

●国・地域が次に実践すべきアクション

モデレーター：

国立研究開発法人国立環境研究所

パネリスト：登壇者5名程度

16:25-16:30  閉会挨拶 国立研究開発法人国立環境研究所

理事長 木本 昌秀

一般財団法人三重県環境保全事業団

（三重県気候変動適応センター）

事務局長  樋口 俊実

https://adaptation-platform.nies.go.jp/archive/conference/2023/1214/index.html
https://adaptation-platform.nies.go.jp/archive/conference/2023/1214/index.html



